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問題と目的

　この論文では、学生相談室で一般学生を対象に実
践してきた自己理解・進路選択・キャリア形成 ( 以下、
自己理解・進路選択と記述 ) に役立つ心理教育プログ
ラムを取り上げ、特徴を示すことを目的とする。
　学生相談室の相談員が実践してきた自己理解・進
路選択に役立つ心理教育プログラムは授業ではなく、
外部講師をお招きして行うプログラムでもなく、学生
相談室の相談員が相談室で行う心理教育プログラム
を実践してきたのでこれを取り上げて考察する。
2. 本学の学生相談活動の流れ
　近年、学生相談は、大学、学生全体を対象に教育の
一環としての学生支援・学生相談が期待されている。
本学でも平成 17 年度より、学生支援センターが設置
され学生相談室はその学生支援センターに所属する
ことになり筆者 ( 臨床心理士・インテーカー・カウン
セラー・講師 ) が配置
されることになった。
学生相談室は、従来の
学生が来室するのを待
つ個人相談を中心にし
ていた受動型学生相談
を脱却して、より広い
学生を対象にした自己
理解・進路選択・キャ
リ ア 形 成、 コ ミ ュ ニ
ケーションスキルアッ
プ、健康増進・予防に
役立つための様々なプ
ログラムを導入し働き
かける心理教育機能を
包括した能動型学生相
談室へと展開した。そ
の結果、学生相談室の
総利用者数は大幅に増

加した。
　ここでは、まず、学生相談室活動状況の流れを示
すために、筆者が着任する 1 年前の平成 16 年度から
平成21年度までの学生相談総利用者数の推移を示す。
(Figure1)
　図に示されたように相談室総利用者数及び個人相
談面接述べ人数は、平成 18 年度に向けて減少し、平
成 19 年度からは増加している。これには、さまざま
な要因が関与しているが、相談室のスタッフ体制が
変化したことも影響していると思われる。平成 19 年
度は、心理教育プログラムの受講者数が大きく増加し
た。この年は健康増進・予防に役立つ心理教育プログ
ラムとして、ヨガ・フラダンス・ピラティス・キック
ボクシングなど実施したため 1 回の受講者数が多かっ
た分全体の受講者数が増加したと思われる。平成 20
年度からは、個人相談面接述べ人数及び新入生対象
の CMI フィードバック実施者数も増加した。これは、
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Figure1 平成 16 年度から平成 21 年度までの学生相談室の総利用者数の推移
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平成 20 年度から始めた新入生オリエンテーション時
に開催したポスター展や平成 21 年度から始めた学生
の適応支援や予防教育の一環として、学生向けリー
フレットを作成・配布したため、学生相談室が周知
されてきたことにもよると思われる。
　次に学生相談室で実践してきた主な心理教育プ
ログラムの内容とねらいについて表にして示す。
(Table2) 表に示されたように、これらはすべて体験
型のプログラムであり、グループ体験・交流も含ま
れる。自己理解・進路選択に役立つプログラムは、

数人以上を対象にした MBTI の回は学生会館のホー
ルを利用したが、主に学生相談室で、学生相談室の相
談員が昼休みの50分間に実施した。コミュニケーショ
ンスキルアップの心理教育プログラムのうち、インプ
ロは外部の講師が担当し、学生会館のホールを使用し
て 2 時間実施した。健康増進・予防に役立つ心理教
育プログラムは、外部講師が担当し学生会館のホール
を利用して、所要時間は 2 時間で実施した。平成 17
年度から平成 21 年度までの心理教育プログラムの
テーマ別受講者数を示す。

　( Figure2) 図に示されたよ
うに自己理解・進路選択に役
立つ心理教育プログラムの受
講者が最も多くなっている。
これは、自己理解・進路選択
に役立つ心理教育プログラム
は、希望者が多かったことと
主に学生相談室で実施するた
め、部屋の物理的構造上 1 回
の定員は最大で 7 名である
が、実施回数が多かったため
と思われる。平成 19 年度に、
健康増進・予防に役立つ心理
教育プログラムの受講者数が
多くなっている。これはヨガ・
フラダンス・キックボクシン
グ・ピラティスなど多くの心
理教育プログラムを実施した
ため、受講者数が増加した。
　

方　法

　ここでは、まず、平成 17
年度から平成 21 年度まで一
般学生を対象に、自己理解・
進路選択に役立つ心理教育プ
ログラム受講者の全体像を把
握 す る た め、 自 己 理 解・ 進
路選択に役立つプログラム
受講者の学年別内訳を示す。
(Figure3) 図によれば、学部 3
年が最も多く、学部 1 年と学
部 2 年と修士 1 年がほぼ同じ
である。次に自己理解・進路
選択に役立つプログラム受講
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Figure2 平成 17 年度から平成 21 年度までの心理教育プログラムのテーマ別
受講者数

Table1 学生相談室で実施されている主な心理教育プログラムの取り組み
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者所属別内訳の図 (Figure4) を示す。学部別では、文
教育学部が最も多く、生活科学部と院生が続いてい
る。自己理解・進路選択に役立つプログラムは、主に
昼休みを利用して約 50 分間実施しているが、学部間
にいくらか差があった。平成 18 年度の生活科学部が
多かったのは、国際規格の性格検査 MBTI にクラス
単位で参加したため多くなったと思われる。
　次に、自己理解・進路選択に役立つ心理教育プログ
ラムの内、受講者数が少なかった箱庭体験・コラー
ジュなど芸術療法と KT 性格検査を除き、エゴグラム・
職業興味検査・MBTI を用いた心理教育プログラム受
講者 (391 名 ) に、プログラム終了後に実施したアン
ケート調査 ( 回答者 359 名 ) を基に分析する。回収率
92%。

結　果

　アンケートの結果、平成 17 年度から平成 21 年度
までの自己理解・進路選択に役立つ心理教育プログ
ラム受講者の心理検査別満足度の内訳 (Figure5) を示
す。図によると 88% が満足度以上であった。

Figure5 平成 17 年度から平成 21 年度までの自己理

解・進路選択に役立つ心理教育プログラム受講者の心
理検査別満足度の内訳

考　察

(1) 学生の自己理解・進路選択を促進する機能
　学生相談室で、相談員が一般学生を対象に行う心理
教育プログラムは、評価もなく、学生が気軽に安心し
て受講できる場である。心理検査を用いるが、これは、
診断やアセスメントが目的ではなく自己理解・進路選
択に役立てるものであり、学生には、客観的に自分を
知る機会になる。学生相談室の構造上定員が約 7 名
であるため、一人当たりのフィードバックに時間を取
ることができるので、学生の満足度が高くなっている
と思われる。心理検査別満足度では、MBTI が高くなっ
ているが、これは、従来のエゴグラムのような相対的
なものの見方ではなく絶対的なものの見方をするこ
と、質問紙の結果で診断するのではなく、それをきっ
かけにして、有資格者 (MBTI 認定ユーザー ) の支援
のもと、回答者自身がしっくりいくタイプを、演習も
取り入れながら探り当てていく検証作業に重点が置
かれているためと思われる。昨今就職活動が早期化・
長期化をしている現状で、学生相談室で、相談員が、
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Figure3 平成 17 年 ~ 平成 21 年までの自己理解・進路選択に役立つプログラム受講者の学年別内訳 
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授業でない心理検査を媒介にした心理教育プログラム
を実施していくことは、吉田 (2010) によれば、学生
が自信を持つ機会になっていると思われる。

(2) 長期的視点で多面的自己理解を促進する機能
　学生相談室で相談員が一般学生対象に行う自己理
解・進路選択に役立つ心理教育プログラムは、自発受
講であるために、内発的動機がでた時に受講する。学
生によって成長発達が異なるために、受講学生のニー
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Figure 4 平成 17 年 ~ 平成 21 年までの 自己理解・進路選択に役立つプログラム受講者の所属別内訳
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Figure5 平成 17 年度 ~ 平成 21 年度までの自己理解・進路選択に役立つプログラム受講者の心理検査別
満足度の内訳
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ズ・ペースに合わせて、画一的でないフィードバック
ができることも、満足度が高くなっていると思われ
る。3 種類の心理検査を用いた自己理解・進路選択に
役立つ心理教育プログラムを、間隔をおいて受講する
ことにより、学生はより長期的視点で自分を多面的に
とらえる機会になっている。

(3) 留意点
　心理検査を用いる場合、心理検査の限界を伝えるこ
とはもちろんである。結果を決めつけたりしないよう
に留意する必要がある。心理教育プログラム終了後
も、疑問点が出た場合には、フォロー面接ができるこ
とを伝えておくことも肝要である。
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